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結成して 2年となる安洞院の梅
花講の皆様も、大般若法要と
文知摺観音ご開帳に向けて
練習を進めております。ご
詠歌とはお灯明や仏花と同
じく、その真心と声を仏前
にお供えするものです。当
日は講員の皆様が揃い、ご法
要を陰で支えてくださいます。
講員の皆様、いつも有難うございます。

今年も紅葉の季節、毎年恒例となって
いる文知摺観音の境内ライトアップ
を予定しております。昼間のモミジ
とは違った色が、夜の闇に浮かび上
がります。お出かけの際は、防寒対
策をお忘れなく…。

大般若のご法要では、導師の合図と共に堂内の僧侶全
員が大声で経典をジャバラのように振ります。これを
転読といい、20 人が 30 巻の経典を扱うことで 600 巻
全巻を読誦したことを意味します。諸々の悪しきもの

を遠ざけて生きとし生ける者すべ
ての幸福を願うためのもの。
神奈川県横浜市の大本山總持
寺では毎朝のお勤めでこの法
要が行われますが、地方の寺
院では人手も少なく、全巻を
一同に読むのは大変なことで

あります。安洞院でも年に一度
しかない稀な機会となります。

　 特にご供養されたい方、年回法要が
諸事情により出来なかった方は、引き続き行われる檀
中総供養にてお塔婆供養も承ります。小さなお子様に
はお盆と同様にお土産をご用意しておりますので、秋
の紅葉の季節、皆様お揃いでご来山ください。

～ 年に一度、幸福を願う大法要 ～

～ ご詠歌の練習も進んでおります ～

～ 夜に楽しむ紅葉ライトアップ ～
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原訳「法句経」『一日一話』
A・スマナサーラ　著
佼成出版社　2003 年　（1,155 円）

法句経（ほっくきょう）とは、お
釈迦様在世に最も近いとされる原
始経典のひとつ。前回ご紹介した
『一日一悟』の 2年前に刊行され、
平易な言葉ながらも人間の在り方
を深く考えさせられます。「執着が
強いと重たい荷車になる」等…

第 2 回

今では当たり前のように「病気や怪我などの治療のた
めに病院へ入ること」を入院と呼んでいますが、古来
は「僧侶が初めて寺に入ること」を入院（じゅいん）
といいました。
そもそも院という字は垣根・囲い・役所・お寺などを
意味するものでした。病院は「病坊」などと呼ばれ、
今のような意味で用いられるようになったのは比較的
最近のことのようです。
現在、僧侶が新住職として正式に就任する場合は入院
という言葉が使われることはありません。代わりに用
いられるのが「晋山」「入寺」「入山」など。
当時の僧侶が現代にやって来たら、変わり果てた「入
院」を耳にしてどのように思うのでしょう。
お寺の名前にも院は使われますが、●●寺という方が
圧倒的に多く、他には●●庵というのも見られます。

・院と名のつくところに入ること
　特に病気や怪我などの治療の為
・僧侶が寺に入ること（じゅいん）

にゅういん

入院

第 22 回暮らしの中の 仏 教語
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